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◇
　
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
の
地
で
自
治
を
考
え
る

　

自
治
労
・
自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
主
催
の
「
第
三
七

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
土
佐
自
治
研
）」
が
、
二
〇

一
八
年
一
〇
月
五
日
（
金
）
～
七
日
（
日
）、
高
知
県
の
県

立
県
民
体
育
館
（
高
知
市
桟
橋
通
二
丁
目
）
主
競
技
場
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
の

宮
城
県
で
の
第
三
六
回
集
会
以
来
二
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

高
知
県
で
の
開
催
は
初
と
な
る
。
坂
本
龍
馬
の
生
誕
地
に

し
て
、
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
の
地
を
開
催
地
に
選
び
、

「
土
佐
の
地
に
学
び
、
私
た
ち
の
手
で
自
由
・
自
治
・
幸
福

を
作
り
だ
そ
う
」
を
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
今
次
集

会
は
、
開
会
の
数
日
前
に
列
島
を
縦
断
し
た
台
風
二
四
号

と
、
集
会
期
間
中
に
沖
縄
か
ら
九
州
北
部
を
か
す
っ
て
日

本
海
へ
抜
け
た
台
風
二
五
号
の
間
隙
を
縫
い
、
秋
の
平
穏

な
気
候
の
も
と
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
自
治
労
関
係
者
ら

約
一
七
〇
〇
人
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
一
日
目
は
全
体
集
会
を
開
催
。
主
催
者
開
会
あ
い

さ
つ
、
地
元
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
高
知
市
長
の
歓
迎

あ
い
さ
つ
、
自
治
研
賞
の
表
彰
・
講
評
な
ど
に
続
い
て
行

わ
れ
た
今
回
の
集
会
基
調
の
提
起
は
、
菅
原
敏
夫
氏
（
公

益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員
）
が
、
須
崎

市
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
し
ん
じ
ょ
う
君
」
の
疑
問
に
応
え

る
か
た
ち
で
、
自
治
研
活
動
の
歴
史
や
今
日
的
意
義
、
本

集
会
の
狙
い
な
ど
を
平
易
な
語
り
口
で
教
授
す
る
と
い
う

提
起
の
し
か
た
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
、
今
次
集
会

の
問
題
意
識
が
、
住
民
や
地
域
に
と
っ
て
最
も
必
要
と
さ

れ
る
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
追
求
と
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
た
持
続

可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
模
索
に
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　
◇
　
人
口
減
少
時
代
の
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

基
調
講
演
は
、
佐
藤
滋
氏
（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
）

が
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
転
換
と
地
方
税

財
政
制
度
の
未
来
～
「
人
口
減
少
時
代
の
自
治
体
財
政
構

想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
報
告
～
」
と
題
し
て
行
っ
た
。
こ
の

講
演
は
、
副
題
の
と
お
り
、
自
治
労
が
二
〇
一
六
年
九
月

に
設
置
し
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
に
報
告
書
を
策
定
し
た

「
人
口
減
少
時
代
の
自
治
体
財
政
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

議
論
の
成
果
に
立
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
は
、
日
本
も
含
め
、
世
界
を
覆

う
不
寛
容
な
自
己
責
任
主
義
の
社
会
を
超
え
る
た
め
に
、

「
誰
も
が
直
面
し
う
る
生
活
上
の
困
難
」で
あ
り
、か
つ「
社

会
・
地
域
を
持
続
可
能
に
す
る
基
礎
的
な
条
件
」
で
あ
る

「
コ
モ
ン
・
ニ
ー
ズ
」
を
、所
得
制
限
を
つ
け
な
い
か
た
ち
で
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
し
、
自
治
体
が
提
供
す
る
対
人
社
会

サ
ー
ビ
ス
で
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
、
生

活
に
か
か
る
私
的
負
担
を
増
税
に
よ
っ
て
社
会
的
に
分
か

ち
合
い
、将
来
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

エ
コ
ノ
ミ
ー

の
構
想
を
提

示
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、

コ
モ
ン
・
ニ
ー

ズ
を
充
足
す

る
た
め
に
、

自
治
体
の
共

同
財
源
と
な

る「
連
帯
税
」

の
創
設
を
提

案
し
た
。
現

行
の
地
方
財

政
計
画
へ
の

反
映
と
い
う

方
法
を
と
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
国
の
財
政
運
営
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
策
定
に
自
治
体
が
主
体
的
に
関
与
で

き
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

を
政
策
策
定
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
国
の
財
源

保
障
責
任
と
地
方
自
治
の
理
念
の
相
互
補
完
的
な
発
展
を

め
ざ
し
た
い
と
し
た
。

　

続
い
て
「
地
域
づ
く
り
は
“
あ
る
も
の
探
し
”」
を
テ
ー

マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
テ
ー

マ
の
「
あ
る
も
の
探
し
」
は
「
無
い
も
の
ね
だ
り
」
の
反

対
語
で
あ
り
、
自
ら
の
地
域
に
あ
る
資
源
や
魅
力
な
ど
を

発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
を
勧
め
る
こ
と
が
企
図

さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
自
治
体

と
住
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
な
ど
に
豊
富

な
経
験
を
も
つ
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
三
名
が
登
壇
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
現
下
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

つ
つ
、
自
治
体
や
自
治
体
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を

述
べ
た
。

１日目・全体集会の様子

高
知
で
第
37
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会「
土
佐
自
治
研
」開
催

TOPIC
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こ
の
中
で
、
杵
築
市
職
員
の
仲
正
恵
さ
ん
は
、
自
治
体

職
員
が
地
域
に
積
極
的
に
出
る
こ
と
を
望
む
と
し
た
ほ

か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
須
崎
の
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
上
野
伊
代
さ
ん
か
ら
は
、
自
治
体
職

員
の
伴
走
的
な
応
援
が
住
民
の
活
動
に
と
っ
て
一
歩
を
踏

み
出
す
原
動
力
に
な
る
こ
と
、
四
万
十
川
財
団
の
神
田
修

事
務
局
長
か
ら
は
、
自
治
体
職
員
と
住
民
の
相
互
理
解
に

立
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
が
発
言
さ

れ
た
。

　
◇
　
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
職
員
の
働
き
方
と
組
合

　
　
の
役
割

　

集
会
二
日
目
は
、
一
三
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
基
調
提
起
や
レ
ポ
ー
ト
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
分
科

会
の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

最
終
日
の
三
日
目
は
、
再
び
県
民
体
育
館
・
主
競
技
場

で
ま
と
め
の
全
体
集
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
ま
ず
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
田
大
介
氏
に
よ
る
特
別
記
念
講
演

「
Ａ
Ｉ
と
こ
れ
か
ら
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」
が
、

集
会
参
加
者
が
八
方
を
取
り
囲
む
中
央
の
リ
ン
グ
型
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
自
治
体
の
職
場
に
お
け
る
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
の
積
極
的
な
導
入
・
活
用
に
よ
る
労
働
力
の
置

き
換
え
に
労
組
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。
近

年
、
総
務
省
設
置
の
「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究

会
」
の
報
告
書
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
な
ど
が
、
人
口
減

少
下
に
お
け
る
自
治
体
運
営
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
提
案

し
、
自
治
体
や
職
員
組
合
に
近
い
将
来
で
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

津
田
氏
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
失
業
の
発
生
は

歴
史
上
く
り
返
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
都
度
新
た
な
仕

事
が
生
ま
れ
て
き
た
と
し
た
上
で
、
将
来
的
に
Ａ
Ｉ
等
の

開
発
・
導
入
が
進
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
治
体
の
職
場
も

含
め
、
人
の
働
き
方
は
、
①
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
起
業
、

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
③
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
と
い
う

Ａ
Ｉ
等
に
代
替
さ
れ
な
い
三
つ
に
収
斂
し
て
い
く
と
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
自
治
体
の
労
働
組
合
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
訴
え
る
こ

と
、
職
場
や
職
員
の
状
況
の
変
化
に
遅
れ
ず
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
、

あ
わ
せ
て
、

自
治
労
等
の

労
組
が
Ａ
Ｉ

等
導
入
の
議

論
に
積
極
的

に
関
わ
る
こ

と
へ
の
期
待

感
も
述
べ
ら

れ
た
。

　

続
く
特
別

報
告
で
は
、

熊
本
県
菊
池

市
の
野
中
英

樹
さ
ん
が
登

壇
し
、
二
〇
一
六
年
四
月
の
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を

テ
ー
マ
に
製
作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ム
ー
ビ
ー
を
題
材

に
、
市
の
広
報
の
役
割
や
可
能
性
、
平
時
の
備
え
の
大
切

さ
な
ど
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

  

人
口
減
少
を
前
提
に
国
が
自
治
体
職
場
の
さ
ら
な
る
効

率
化
を
求
め
て
き
て
い
る
今
日
、
地
域
の
個
性
や
自
治
を

い
か
に
守
っ
て
い
く
か
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

今
次
集
会
の
成
果
が
各
地
域
に
波
及
し
、
自
ら
の
地
域
を

見
つ
め
直
す
契
機
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。　

※　

今
次
集
会
の
講
演
等
の
詳
細
な
記
録
に
つ
い
て
は
、『
月
刊

自
治
研
』
誌
へ
の
掲
載
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
号
以
降
、
順

次
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞

３日目・特別記念講演の様子

◎　集会２日目・分科会一覧

No. テーマ

1 自由は土佐の自治研より

2 まちの元気を語るかよ ～ 町ん中と山ん中の活性化 ～

3
どうする？どうなる？これからの自治体 ～ 地方創生政策と議会改革か
ら考える ～

4 “土佐さんぽ” ～ 若者と考える自治体の未来 ～

5 人口減少社会をどう生き抜くか !?

6 「ごめん」と「いーの」で支え合うみんなにやさしい公共交通

7 すべての人が共に暮らす社会づくり

8
市民とともに「憲法」と「平和」を考える ～ “まち”がその気になれ
ば、戦争だって、とめられる ～

9 子どもと地域社会 ～ 子どもの居場所をつくるのは誰？ ～

10 みんなで支えあおう！地域包括ケアとコミュニティー

11 自治研で探る「船中八策」

12 新しい公共のあり方「住民協働」　理想と現実

地元
企画

「ふるさと」を次の世代へ ～ 「犠牲者ゼロ」の防災まちづくり ～／
黒潮町


